
第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
「八王子に住んで幸せだ」と思える場所がいっぱいのまち

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

八王子のまちに住んで幸せだと思える人が増え、住み続けやすい環境を継続していく為に、若い世代やまちとの関わ
りの薄い層も含め、参加しやすい場作りや、集いやすい場所をまちじゅうに増やしていきたい。想い

IT(SNS)
学習会

活動
集まれる場所

子供の遊び場を
作る

老人会等のグラウン
ドゴルフ等をまとめ
て大会等をする

子供向け
ワークショップ

楽しいイベント

きっかけ
づくり

サークル
づくり 手続の簡略化

防災の地域化

話し合いの場

SNSを学ぶ場

つながり

卒業生との
つながり

若い世代
の意見

共通理解

助けを必要とする人 つなげる
助けられる事がある

人と人をつなげる
コンサルタント

学校の長期休暇中、学校で過ごす
ことができ希望があれば学校の給食室
で作られた昼食を食べられる(学童に
行っている子も行っていない子も、高

齢者など地域の人も)

新しい
グラウンドで
祭りをする

子育てが終わって
もつながる
PTA役員OB
おやじの会OB

医療刑務所跡地
活用方法についての

行政による
こまめな情報公開

市内市立中学校の
給食導入状況・
部活動情報の
web等での公開

ベンチャー
企業の誘致

空地の活用で
公園

回覧板の
ペーパーレス化
LINEとかの活用

全ての小学校区に
放課後

安全な居場所がある

町並み活性化
閉まっている
店の活用

デパート
大型商業施設
(モール系)

申請団体に
予算と権限を

与える

市内すべての
中学校で

学校給食がある

障害があっても地域
(学区)の小中学校へ通

うことができる
(やんわり断られない)

行政が
できること

市民が
できること

おやじの会

■いずみの森義務教育学校区 C-1 【地域のありたい姿と必要なこと】



集いの場
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【学び・体験】

・市内全ての市立中学の
給食導入状況の可視化と
web等での公開
・市立中学全ての部活動
を一覧で公開
→中学進学時の進路選択
のための有益な情報とな
る

新しい
産業

学び

イベント

まちづくり
景観
インフラ

健康

つながり

施設
グランド

生きがい
1人1人の夢が実現できる

↑
元気があればできる

↑
健康な身体必要

↑
医療の充実、運動推進

3大疾病の予防、介護が減る、
少子高齢化に向け
シニアの積極的雇用

「ほう・れん・
そう」を大切に
話し合いをする
のにもっとも
大切ですね

近所同士の
つながり方を

考える
「会話」の
重要性

困りごとを
地域の中で
解決できる
地域づくり

集いの場

・相談しやすい窓口
・運動場、球技場
・体育館
・多目的スペース
・オアシス化
・Wi-Fi

【学び・体験】

市内全ての小学校区に

児童館機能を設置する

箱物ではなく既存施設(学
校、市民センター等)利用

放課後子ども教室と統合
してサービスをなるべく

公平にする

職場・教育・
生活が
近い町

工業団地の
活性化

ベンチャー
企業の誘致

朝早のラジオ体操は早すぎる
1~2時間遅く出来れば

休日には親子で参加できる
夏休みのラジオ体操はやって

いる(早朝)
ラジオ体操を利用する(集団)

独自性

目的

情報公開

コミュニ
ケーション

動物(犬等）の散歩
がてらが多くなって
いるので、集まりで
子供達とのつながり

ができれば

若い人の力を！！

小学生・中学生・
高校生・大学生を

中心とした
活動団体を！！

月に1度、何か集う
目的を作る

(いずみの森の校庭
ができれば、なん

とかなるか)

地域ボランティアの活性

・それぞれの団体の活動を紹介する
イベント開催
・コーディネーターによる活動した
い人のサポート、相談所
・活動、団体、個人のボランティア
活動を推進するため、積極的に市
が補助。賞、補助金？施設使用料
免除など

【街づくり♡】

デパート進出を
他のところの
人が八王子に
きたくなる
ような場所を

【まちづくり】

医療刑務所跡地の
活用の準備状況を
市がこまめに
公開する

景観・インフラの
維持・発展

・高尾山の自然を大切に
する
・バイパスの警備、電信
柱の地中埋没
・市内の循環バスを充実
させる

言うだけ番長

担い手不足

忙しい
パワーレス

強制しない意識改革
やりたいことで

つながる
サークルづくり一般の人の参加

生きがい

空き地の
公園化

地域の活性化

多世代
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